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子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
交
流
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
「
ま
な
び
塾
」

が
市
田
地
区
に
誕
生
し
、
6
月
に
サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
体
験
と
田
植
え
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
以
前
か
ら
活
動
し
て
い
る
佐
山
地
区
と
田
井
地
区
に
続
い
て
町

内
で
3
か
所
目
の
ま
な
び
塾
で
す
。

　
6
日
に
行
わ
れ
た
田
植
え
体
験
で
は
、
地
元
の
親
子
連
れ
な
ど
約
40
人
が
参

加
。
役
員
が
準
備
し
た
水
田
に
裸
足
で
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
わ
ー
冷
た
い
」

な
ど
と
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
田
植
え
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

田
植
え
体
験
で
歓
声 

市
田
ま
な
び
塾
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■
利
用
は
来
年
1
月
か
ら

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
12

桁
の
個
人
番
号
）
の
通
知
が
住
民
票
の
住
所

に
届
き
ま
す
。

　

通
知
に
は
、
あ
な
た
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

お
知
ら
せ
す
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
書
が
同
封
さ
れ
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
顔
写
真
を
貼

り
付
け
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
ポ
ス
ト
に

投
函
す
る
と
、
平
成
28
年
1
月
以
降
に
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
」
が
届
き
ま
す
。

そ
の
通
知
を
持
っ
て
役
場
窓
口
で
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
を
受
け
る
ま
で
の
間
、
あ
な
た
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
た
め
の
大
変
重
要
な

カ
ー
ド
で
す
。
紛
失
等
に
よ
り
再
交
付
を
受

け
る
に
は
手
数
料
が
必
要
と
な
る
予
定
で
す

の
で
、
廃
棄
せ
ず
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
が
届
き
ま
す

災
害
へ
備
え
、
調
査
・
点
検

　

全
国
的
に
大
き
な
水
害
が
毎
年
発
生
し
、

治
水
対
策
へ
の
危
機
管
理
が
求
め
ら
れ
て

い
る
中
で
、
町
で
は
6
月
4
日
、
防
災
上

　

平
成
28
年
1
月
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
会
社
に
お
勤
め
の
人
は
、
税
や

社
会
保
険
の
手
続
き
で
利
用
す
る
た
め
、
自

分
と
家
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
勤
務
先
に
伝

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
民
間
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

民
間
事
業
者
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱

い
開
始
に
向
け
た
準
備
が
必
要
で
す
。

　

平
成
28
年
1
月
か
ら
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
開
始
に
向
け
て
、
社
内
規
程
の
見
直
し

や
シ
ス
テ
ム
対
応
、
安
全
管
理
措
置
な
ど
の

準
備
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
税
と
社
会
保
険
の
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ 

　

ー
を
使
い
ま
す
。

・
従
業
員
や
そ
の
家
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

　

取
得
と
書
類
へ
の
記
載
、
関
係
機
関
へ
の

　

提
出
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
個
人
事
業
主
で
あ
っ
て
も
、
従
業
員

　
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を 

　

雇
用
し
て
い
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取

　

得
・
保
管
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
税
の
手
続
き
で
は
、
謝
金
の
源
泉
徴
収
票

　

な
ど
の
調
書
の
提
出
の
た
め
に
、
従
業
員

　

以
外
の
外
部
の
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
取

　

扱
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
提
出
先
は
税
務
署
、
市
町
村
、
年
金
事
務

　

所
、
健
康
保
険
組
合
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

　

す
。
ま
た
、
法
人
に
は
13
桁
の
「
法
人
番

　

号
」が
付
け
ら
れ
ま
す
。（
平
成
27
年
10
月

　

以
降
）

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
問
合
せ
等

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
情
報
は
、
国
の

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

分
か
り
や
す
い
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
専
用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
 

5
7
0（
2
0
）0
1
7
8　

午
前
9
時
30

分
～
午
後
5
時
30
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

、
年
末
年
始
を
除
く
）　

外
国
語
対
応（
5
か

国
語
）☎
0
5
7
0（
2
0
）0
2
9
1

問
合
せ
／
行
財
政
課

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
実
に
お
受
け
取
り

　
い
た
だ
く
た
め
に

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
原
則
と
し
て
、
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
住
所
に
送
付
さ
れ
る
た
め
、

住
民
票
の
住
所
と
異
な
る
所
に
お
住
ま
い
の

人
は
、
住
民
票
の
異
動
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
に

お
住
ま
い
の
人
で
、
住
民
票
に
居
室
番
号
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
郵
便
物
が
正
確

に
お
届
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
」
を
確
実
に
お
受
け
取
り
い
た

だ
く
た
め
に
、
居
室
番
号
の
記
載
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
居
室
番
号
記
載
の
手
続
き
】

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険

証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て
住
民
福

祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
同
じ
世
帯
で
な
い
人（
代
理
人
）
が
申
請
さ

　

れ
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
も
う
す
ぐ
楽
し

い
夏
休
み
。
海
や
川
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
て

き
ま
す
。
町
内
に
は
宇
治
川
、
木
津
川
な
ど

の
重
要
箇
所
を
調
査
・
点
検
す
る
防
災
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
国
土
交
通
省
近
畿

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

「
命
を
大
切
に
」

  

水
難
事
故
に
注
意
！
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「
あ
い
さ
つ
運
動
」
で
地
域
の
絆
づ
く
り

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
調
査
・
点
検
し
た
箇
所
は
、
木

津
川
右
岸
第
二
京
阪
付
近
の
堤
防
、
大
内

川
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
工
事
箇
所
（
相
島
橋
付
近
）、
宇

治
川
左
岸
久
御
山
排
水
機
場
付
近
堤
防
の

3
か
所
。
改
修
計
画
や
工
事
の
進
捗
状
況

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
災
害
か
ら

の
安
全
性
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

地
方
整
備
局
、
陸
上
自
衛
隊
大
久
保
駐
屯

地
、
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
、
同
山
城

北
土
木
事
務
所
、
宇
治
警
察
署
、
町
議
会
、

町
消
防
本
部
・
消
防
団
な
ど
町
内
外
の
防

災
機
関
か
ら
47
人
が
列
席
。
役
場
で
信
貴

町
長
が
「
防
災
・
減
災
へ
の
取
組
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
に
対
し
て
、
十
分
な
備
え
を
怠

る
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
あ
と
、
車
に
分
乗
し
て
出
発

　

隣
近
所
な
ど
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
顔

が
分
か
ら
ず
、
声
が
か
け
づ
ら
い
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
の
中
で
、積
極
的
に
「
お
は
よ
う
」、

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
も
大
人
も
お
互
い
に
顔
見
知

り
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ

こ
か
ら
会
話
が
生
ま
れ
て
く
れ
ば
、「
地
域

の
絆
」
が
強
く
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
も

生
き
て
い
く
力
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、「
あ
い
さ
つ
」
か
ら
始
め
て
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

　

現
在
、
次
の
10
団
体
の
皆
さ
ん
が
、「
あ

木
津
川
右
岸
堤
防
で
改
修
計
画
の
説
明
を

受
け
る

い
さ
つ
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
P
T
A
4
団
体
（
御
牧
小
学
校
、佐
山 

　

小
学
校
、
東
角
小
学
校
、
久
御
山
中
学

　

校
）

・
学
校
運
営
協
議
会
3
団
体
（
御
牧
小
学

　

校
、
佐
山
小
学
校
、
東
角
小
学
校
）

・
久
御
山
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
「
栄
楽
会
」

・
久
御
山
町
社
会
教
育
委
員
会

　

将
来
的
に
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
毎
月
25
日
を
「
ニ
コ
ニ
コ

あ
い
さ
つ
デ
ー
」
と
し
、
全
町
的
に
広
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
協

力
い
た
だ
け
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

「
お
は
よ
う
と 

言
え
ば
相
手
も 

ほ
ら
笑
顔
」

<

あ
い
さ
つ
運
動
を
広
め
る
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
≫

「おはようございます」- あいさつして登校する児童たち(東角小学校)

一
級
河
川
が
あ
り
、
涼
を
求
め
て
河
川
敷
に

魚
釣
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、

遊
び
に
行
く
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、

水
遊
び
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
大
人

で
も
一
つ
間
違
え
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
水
難
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
遊
泳
禁
止
区
域
で
は
、
絶
対
泳
が
な

い
よ
う
に
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
危
険
な

川
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は

　

▼
飲
酒
し
て
川
に
入
る
こ
と
は
絶
対
に
し

な
い
▼
天
気
が
良
く
て
も
川
が
増
水
し
て
い

る
と
き
は
入
ら
な
い
▼
上
流
地
域
で
の
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
急
な
増
水
に
注
意
▼
釣
り

を
す
る
と
き
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に

つ
け
る
▼
保
護
者
は
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

な
い

■
水
難
事
故
が
発
生
、
ま
た
は
目
撃
し
た
ら

　

大
声
で
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
周
り
の

人
に
知
ら
せ
て
、す
ぐ
に
1
1
9
番
通
報
を

し
ま
し
ょ
う
。
流
さ
れ
た
人
か
ら
目
を
離
さ

ず
、
ど
の
辺
り
ま
で
流
さ
れ
た
か
、
ど
の
辺

り
で
沈
ん
だ
か
な
ど
、
詳
し
い
状
況
を
消
防

隊
員
や
警
察
官
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、自
分
の
泳
力
を
過
信
し
、泳
い
で
助

け
に
い
く
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
見

た
目
以
上
に
川
の

流
れ
は
変
化
し
て

い
て
、
自
分
自
身

が
流
さ
れ
て
し
ま

う
二
次
災
害
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

遊泳禁止区域では、
絶対泳がないように
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久
御
山
産
と
れ
た
て
野
菜
を
食
卓
に

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
農
産
物
直
売
所
「
旬
彩
の
里
」

　

久
御
山
町
農
産
物
直
売
所
「
旬
彩
の
里
」
は
、
毎
日
、
久
御
山
の
と
れ
た
て

農
産
物
を
買
い
求
め
る
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
新
鮮
で
安
心
・

安
全
な
農
産
物
を
提
供
す
る
直
売
所
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
し
た
。

新
鮮
野
菜
を
多
く
の
人
に

　

久
御
山
町
で
は
、
京
の
伝
統
野
菜
の
淀
大

根
（
聖
護
院
大
根
）
や
九
条
ね
ぎ
、
ほ
う
れ

ん
草
、
小
松
菜
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
な
ど
四
季

を
通
じ
て
豊
富
な
野
菜
が
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

直
売
所
は
、
そ
ん
な
四
季
折
々
の
新
鮮
な

農
産
物
を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
味
わ
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
生
産
者
と
消
費
者
を
直
接

つ
な
ぐ
新
し
い
流
通
ス
タ
イ
ル
と
し
て
平
成
16

年
8
月
に
国
道
1
号
沿
い
の
イ
オ
ン
久
御
山

店
（
当
時
は
「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
」）
の
駐

車
場
の
一
角
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
平
成
20

年
4
月
に
売
り
場
面
積
を
拡
大
し
、
現
在
の
場

所
（
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
北
側
駐
車
場
の
一
角
）
に

移
転
し
ま
し
た
。

　

運
営
は
久
御
山
町
農
産
物
直
売
所
運
営
協
議

会
（
川
嶋
久
治
会
長
＝
野
村
）
が
担
い
、
町
と

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
が
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
農
家
数
は
現
在
１
２
１
人
（
団
体
）
で
、

毎
朝
９
時
の
開
店
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
日
の
朝
、

と
れ
た
て
（
も
の
に
よ
っ
て
は
前
日
収
穫
）
の

新
鮮
野
菜
が
車
で
次
々
と
運
ば
れ
て
き
ま
す
。

会
員
の
岡
井
温
宣
さ
ん
（
坊
之
池
）
は
「
こ
こ

に
来
た
ら
良
い
野
菜
が
あ
る
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
も
の
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
、
久
御
山
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
的
で
す
。

　
「
旬
彩
の
里
」
中
山
千
草
店
長
（
下
津
屋
）

も
「
直
売
所
は
市
場
な
ど
を
流
通
せ
ず
に
、
農

家
の
畑
か
ら
直
接
野
菜
が
届
く
の
で
、
い
つ
も

み
ず
み
ず
し
く
食
べ
ご
ろ
の
野
菜
が
並
ん
で
い

ま
す
」
と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

生
産
者
の 

「
顔
が
見
え
る
」
の
で
安
心

　
「
旬
彩
の
里
」
に
並
ぶ
農
産
品
に
は
、
生
産

者
個
人
名
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
、
店
内
に
は
顔

写
真
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
産

者
自
信
の
野
菜
を
責
任
を
も
っ
て
出
し
て
い
る

証あ
か
し。

消
費
者
に
と
っ
て
は
、
だ
れ
が
作
っ
た
野

菜
か
、「
顔
が
見
え
る
状
態
」
で
販
売
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
安
心
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
「
旬
彩
の
里
」
の
農
産
物
は
、
市
場
価
格
を

参
考
に
生
産
者
が
自
ら
売
値
を
決
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
輸
送
や
荷
造
り
、
市
場
な

ど
の
中
間
マ
ー
ジ
ン
が
削
減
さ
れ
る
の
で
、
消

費
者
に
と
っ
て
お
求
め
や
す
い
値
段
設
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
に
と
っ
て
も
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、

少
量
で
も
出
荷
が
可
能
と
な
り
、
何
よ
り
直
接

消
費
者
に
接
す
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
や
評
価
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
生
産
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

消
費
者
か
ら
も
「
こ
こ
の
野
菜
は
お
い
し
く
、

値
段
も
手
ご
ろ
」、「
鮮
度
が
よ
く
て
お
い
し
い
。

丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
」
と

評
判
。
常
連
客
も
多
く
、
1
日
当
た
り
平
均
約

３
０
０
人
が
来
店
さ
れ
て
い
ま
す
。

明るい店内。とれたて野菜が勢ぞろい

久御山町農産物直売所
「旬彩の里」

●営業時間　午前9時～午後5時
●定 休 日　�年中無休(ただし年末年

始を除く)
●販売品目　�野菜、果物、米、切り

花、漬物など約170種
類の久御山産の農産物
及び加工品

N至京都

至近鉄
大久保駅

至奈良

第
二
京
阪

巨椋池 IC

久御山南
IC

久御山 IC

イオン
久御山店

府道宇治八幡線

至淀

至大阪

久御山町
役場 府道宇治淀線

『旬菜の里』

P
久御山
JCT 巨椋 IC

至京都

24１

京滋バイパス
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（
6
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

名
神
桂
川
Ｐ
Ａ
で
も
販
売

　

平
成
19
年
に
は
名
神
高
速
道
路
下
り
線
桂
川

Ｐ
Ａ
で
直
売
コ
ー
ナ
ー
「
や
さ
い
村
」
を
出
店
。

平
成
22
年
か
ら
は
ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く

み
や
ま
」
で
も
野
菜
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
学
校
へ
も
月
1
、
2
回
納
品
。

給
食
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
地
場
産
品
の
良

さ
や
地
域
農
業
・
食
文
化
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
レ

ス
ト
ラ
ン
と
の
契
約
販
売
も
始
ま
る
な
ど
、
販

路
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

7
月
11
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
ま
で
、

「
夏
野
菜
フ
ェ
ア
」
を
イ
オ
ン
久
御
山
店
中
央

入
口
前
広
場
で
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
一
度

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど 

夏
野
菜
満
載

　
「
旬
彩
の
里
」
で
は
、
四
季
折
々
の
新
鮮
な

野
菜
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
は
太
陽
の
光
を
い
っ

ぱ
い
浴
び
た
ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど

の
夏
野
菜
が
“
所
狭
し
”
と
並
び
ま
す
。
そ
ん

な
四
季
の
農
産
物
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
久
御
山
の
新
鮮
と
れ
た
て
野
菜
を
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

通
　
　
　
年

　

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
小
松
菜
、
青
ね
ぎ
、

花
、
観
葉
植
物
、
ジ
ャ
ム
な
ど

春
（
3
月
～
5
月
）

　

キ
ャ
ベ
ツ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ソ
ラ
マ
メ
、
エ

ン
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
な
ど

夏
（
6
月
～
8
月
）

明るい店内。とれたて野菜が勢ぞろい
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な
す
、
枝
豆
、
タ
マ
ネ
ギ
、
じ
ゃ
が
い
も
、

ト
ウ
ガ
ラ
シ
（
万
願
寺
、
伏
見
）
な
ど

秋
（
9
月
～
11
月
）

　

ほ
う
れ
ん
草
、
水
菜
、
長
大
根
、
さ
つ
ま

い
も
、
柿
な
ど

冬
（
12
月
～
2
月
）

　

ほ
う
れ
ん
草
、
水
菜
、
長
大
根
、
淀
大

根
（
聖
護
院
大
根
）、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
な

どパ
ン
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の 

加
工
品
も

　

こ
の
よ
う
な
四
季
の
野
菜
の
ほ
か
、「
旬
彩

の
里
」
で
は
、
加
工
品
と
し
て
ジ
ャ
ム
や
パ

ン
、
味
噌
、
塩
こ
う
じ
な
ど
も
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
パ
ン
と
ジ
ャ
ム
は
直
売
所
加

工
部
と
し
て
、
ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く

み
や
ま
」
に
あ
る
パ
ン
工
房
で
生
産
し
て
い

ま
す
。

　

パ
ン
工
房
で
は
、
月
曜
日
以
外
は
毎
日
平

均
２
０
０
個
の
パ
ン
を
焼
い
て
い
ま
す
。
定

番
の
あ
ん
パ
ン
や
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
な
ど
の
ほ

か
、
食
パ
ン
の
代
わ
り
に
も
な
る
バ
タ
ー
風

味
の
フ
ラ
ン
ス
デ
ニ
ッ
シ
ュ
な
ど
約
25
種
類
。

夏
場
は
塩
分
を
利
か
し
た
塩
バ
タ
ー
パ
ン
も

人
気
と
の
こ
と
。
焼
き
立
て
の
パ
ン
を
ぜ
ひ

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ジ
ャ
ム
は
、
季
節
の
野
菜
や
果
物
を
使
っ

て
イ
チ
ゴ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
甘
夏
、
イ
チ

ジ
ク
の
ほ
か
、
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
ト
マ
ト

ジ
ャ
ム
も
作
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
ジ
ャ
ム
の
原
料
は
町
内
で
収
穫
さ

れ
た
新
鮮
な
ト
マ
ト
と
砂
糖
、
レ
モ
ン
だ
け
。

自
然
食
品
に
こ
だ
わ
っ
て
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

パ
ン
に
付
け
た
り
料
理
の
隠
し
味
と
し
て
も

喜
ば
れ
て
お
り
、
野
菜
が
嫌
い
な
人
も
「
こ

れ
な
ら
」
と
、
買
っ
て
い
く
人
も
あ
り
ま
す
。

玄
米
10
㎏

（
こ
だ
わ
り
）

ト
マ
ト

キ
ュ
ウ
リ

ナ
ス

青
ね
ぎ

玄
米
10
㎏

生
椎
茸

（
菌
床
）

ほ
う
れ
ん
草

小
松
菜

黒
枝
豆

1,000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

新鮮、安心・安全を届けます�
� 久御山町農産物直売所運営協議会�
� 会長　川嶋　久治さん（野村）

　久御山の新鮮で安
心・安全な農産物を
消費者の皆さんにお
届けしたいとの思い
で頑張っています。
　近年、山城地方に
直売所が次々とオープンして競争が激
しくなっています。
　お店だけでなく、レストランや福祉
施設などとも取引をして、さらに販路
を広げていきたいと思っています。
　野菜は季節や天候に左右されますが、
年間を通じてコンスタントに品数をそ
ろえ、皆さんに喜んでいただける直売
所にしていきたいと思っています。

「おいしい」の声が励みに�
     久御山町農産物直売所�
� 店長　中山　千草さん（下津屋）

　直売所には、毎日
とれたて新鮮な野菜
や季節の旬の野菜が
並んでいます。買って
いただいたお客さん
から「おいしい」と
いう声を直接聞けることが一番の励み
になります。
　安全面では、生産者の写真や名前を
店内や商品に記載し、安心して買って
いただけるように気をつけています。
　スーパーにない珍しい野菜なども並
ぶこともありますので、ぜひ一度ご来
店ください。

焼きたてのパンを袋詰めして店頭に

皮をむき、じっくり煮込んでトマトジャムが作られます
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今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

読
書
感
想
文
の
課
題
図
書

　

図
書
館
で
は
、
第
61
回

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
図
書

を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
貸
出
期
間
は
一
週
間
以
内
で

す
。

夏
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

図
書
館
で
は
、
夏
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
本
や
雑
誌
な
ど
を
借
り
て
ス

タ
ン
プ
を
集
め
て
く
だ
さ
い
。
粗
品
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

期
間
／
7
月
1
日
㈬
～
8
月
30
日
㈰

問
合
せ
／
図
書
館

交
通
マ
ナ
ー
の
徹
底
を 

　
　

  

夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

　

7
月
21
日
か
ら
8
月
20
日

ま
で
、「
待
つ
ゆ
と
り　

笑
顔

で
過
ご
す　

古
都
の
夏
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
夏
の
交
通

事
故
防
止
府
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
6
月
1
日
か
ら
改
正
道
路
交
通
法

が
施
行
さ
れ
、
交
通
ル
ー
ル
が
軽
視
さ
れ
が

ち
な
自
転
車
の
危
険
な
運
転
を
繰
り
返
す
運

転
者
に
対
し
て
、
安
全
講
習
の
受
講
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
一
人
ひ
と
り
が
交
通
マ
ナ

ー
を
徹
底
し
、
改
め
て
、
交
通
安
全
の
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
都

市
整
備
課
内
）

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

明日の色
新野　剛志／著　講談社

　下町の低額宿泊所で働く吾郎。
利用者の魁多に絵の才能があると
知り、一攫千金を狙いギャラリー
を開廊するが…。

二人の親を見送って
岸本　葉子／著　中央公論新社

　心筋梗塞で突然母を、介護の末
に父を看取った著者。両親との想
い出を振り返りながら、日々の徒
然をしたためる。

ベッツィ・メイとこいぬ
イーニッド・ブライトン／作　岩波書店

　おしゃまな女の子ベッツィ・メ
イのお話集。言いつけを破り、に
わとり小屋へ入ったことから始ま
る大騒動のお話など全9話。

やぎのしずかの しんみりした い
ちにち� 田島　征三／作　偕成社

　友達のナマズが「しんみりする
うた」を披露してくれた。しかし
しんみりを理解できないしずかは
つい考え込み…。

夏
！
ア
ウ
ト
ド
ア
へ
Ｇ
Ｏ
！

　

山
開
き
、
海
開
き
を
迎
え
る
７
月
。

今
月
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
な
ど
の

ア
ウ
ト
ド
ア
に
関
す
る
お
す
す
め
の

本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 

オ
ス
ス
メ
本

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
富
士
登
山

�
　
昭
文
社

　

富
士
山
に
登
る
た
め
の
体
づ
く
り

か
ら
、
子
ど
も
に
合
わ
せ
た
ル
ー
ト

選
び
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
、
親
子
で
富

士
登
山
す
る
の
に
役
立
つ
一
冊
。

自
然
と
親
し
む
は
じ
め
て
キ
ャ
ン
プ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

　

キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
る
前
の
準
備
、

快
適
な
テ
ン
ト
術
、
野
外
料
理
レ
シ

ピ
な
ど
、
は
じ
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
を

成
功
さ
せ
る
コ
ツ
を
解
説
。

あ
た
し
の
や
ま
の
ぼ
り�

（
児
童
書
）

ゆ
ー
ち
み
え
こ
／
作
・
絵

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

　

今
日
は
お
父
ち
ゃ
ん
と
山
登
り
。

て
っ
ぺ
ん
ま
で
登
る
の
は
大
変
だ
け

ど
、
楽
し
い
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
！

う
さ
こ
ち
ゃ
ん
の
て
が
み�（
児
童
書
）

デ
ィ
ッ
ク･

ブ
ル
ー
ナ
／
ぶ
ん
・
え

ま
つ
お
か
き
ょ
う
こ
／
や
く

福
音
館
書
店

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
来
て
い
る
う

さ
こ
ち
ゃ
ん
。
こ
こ
で
の
楽
し
い
体

験
を
、
お
う
ち
に
宛
て
た
手
紙
に
書

き
ま
し
た
。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

3

10

17

2

9

16

23 25

30 31

1

8

15

22 24

7

14

21

28 29

●

す
で
日
館
休
は

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

7月の図書館スケジュール
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中
学
生
で
、す
で
に
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
人
は
、手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②�

現
在
中
学
生
で
、受
給
者
証
を
お
持
ち
で

な
い
人
は
別
途
申
請
が
必
要
で
す
。
対
象

見
込
の
人
に
は
、７
月
中
旬
に
手
続
き
案

内
を
ご
自
宅
へ
送
付
し
ま
す
。
７
月
中
に

申
請
し
て
い
た
だ
い
た
人
は
、８
月
下
旬

に
受
給
者
証
を
郵
送
予
定
で
す
。

③�

現
在
就
学
前
児
童
、小
学
生
で
、受
給
者
証

を
お
持
ち
で
な
い
人
は
申
請
が
必
要
で

す
。
国
保
医
療
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

�

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
？

　

６
月
分
以
降
も
引
き
続

い
て
児
童
手
当
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。
こ
の

届
出
が
な
い
と
６
月
分
か

ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、受
給
者
の

健
康
保
険
証
の
写
し
・
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

住
民
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、本
年
１
月
１
日
時
点
で
町
内
に
住

所
を
有
し
な
い
人
は
、１
月
１
日
に
お
住
ま
い

だ
っ
た
市
町
村
の
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
書

も
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、記
入
漏
れ
な
ど

が
無
い
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
更
新

　

現
在
、福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
人
は
、そ
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日
と
な

�

子
育
て
支
援
医
療
を
拡
充

通
院
も
中
学
校
卒
業
ま
で

自
己
負
担
2
0
0
円

　

現
在
、町
の
子
育
て
支
援
医
療
制
度
は
、入

院
は
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
、通
院
は
小

学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
、１
か
月
１
医
療
機

関
2
0
0
円
の
自
己
負
担
で
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、平
成
27
年
９
月
診
療
分�

か
ら
は
、通
院
に
つ
い
て
も
対
象
者
を
中
学
校

卒
業
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
下
旬
に
、新
し
い
受
給
者
証
を
お
送

り
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、他
の
福
祉
医
療
制
度
受
給
者
や
生

活
保
護
受
給
世
帯
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

給
付
は
医
療
費
だ
け
が
対
象
と
な
り
、食
事

代
や
部
屋
代
等
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
・
手
続
き

①
現
在
就
学
前
児
童
、小
・

っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
受
給
者
証
は
、資
格

審
査
の
う
え
、７
月
中
旬
か
ら
順
次
お
送
り

し
ま
す
の
で
、期
限
切
れ
の
受
給
者
証
は
、8

月
１
日
以
降
に
ご
自
身
で
破
棄
し
て
い
た
だ

く
か
、国
保
医
療
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■
福
祉
医
療
制
度
と
は

　

病
院
で
治
療
を
受
け
た
と
き
に
支
払
う
医

療
費
の
自
己
負
担
分
を
公
費
で
負
担
す
る
制

度
で
、次
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
老
人
医
療
費
助
成
制
度

　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る

65
歳
～
69
歳
ま

で
の
人
が
対
象

で
、医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
２
割
に
な

り
ま
す
。

【
昭
和
25
年
８
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
】

　

①
18
歳
未
満
ま
た
は
60
歳
以
上
だ
け
で
構

成
す
る
世
帯
に
属
す
る
場
合（
所
得
制
限
あ

り
）　

②
18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
と
同
世

帯
で
、全
員
の
所
得
税
が
非
課
税
で
あ
る
場

合（
18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
が
、寝
た
き
り

の
人
や
、重
度
ま
た
は
中
度
身
体
障
害
者
も

し
く
は
精
神
に
障
害
を
有
す
る
人
は
こ
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

【
昭
和
25
年
８
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
】

　

世
帯
全
員
が
所
得
税
非
課
税
の
場
合
。

　

申
請
／
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、国
保
医
療
課
へ
。

▼
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
重
度
の
障
害

が
あ
る
人
が
対
象
で
、医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
全
額
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
・
２
級

の
人　

②
重
度
の
知
的
障
害
者（
療
育
手
帳

0歳 小学生 中学生
入　院 従来から

対象通　院 今回拡充
※９月診療分から

インフォメーション

2015 7 July
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の
判
定
が
Ａ
）　

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
等

級
が
３
級
で
中
度
の
知
的
障
害
者（
療
育
手

帳
の
判
定
が
Ｂ
）

　

申
請
／
健
康
保
険
証
、障
害
の
程
度
を
証

明
す
る
も
の（
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
な
ど
）、印
鑑
を
持
参
し
、国
保
医
療
課
へ
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
親
と
子
が
対
象
で
、医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
全
額
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

　

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
同
居
す
る
子
が

い
る
こ
と
。
若
し
く
は
、親
の
い
な
い
子
が

い
る
こ
と　

②
そ
の
子
が
、18
歳
以
下
で
あ

る
こ
と（
満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
期
間
）、ま
た
は
18
歳
以
上

で
高
等
学
校
に
在
籍
中
で
あ
る
こ
と
。　

　

申
請
／
健
康
保
険
証
と
印
鑑
、他
の
福
祉

医
療
を
受
給
し
て
い
る
人
は
そ
の
受
給
者
証

京
都
地
方
税
機
構
に
つ
い
て

　

京
都
地
方
税
機
構
は
、京
都
府
と
府
内

25
市
町
村（
京
都
市
を
除
く
）が
構
成
す
る

広
域
連
合
で
、税
業
務
を
共
同
で
行
う
た

め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
地
方
税
機
構
で
は
、こ
れ
ま
で
各

自
治
体
が
個
々
に
行
っ
て
い
た
税
金
の
申

告
や
納
付
な
ど
の
窓
口
を
、将
来
的
に
一

本
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、徴
税
コ
ス
ト
の

削
減
を
図
る
と
と
も
に
、納
税
者
の
利
便

性
の
向
上
と
一
層

の
公
平
公
正
な
税

行
政
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

を
持
参
し
、国
保
医
療
課
へ
。

※�

い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
久
御

山
町
に
住
所
を
移
し
た
人
は
、前
住
所
地

の
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

�

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

７
月
中
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
簡
易

書
留
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、住
所
・
氏
名
等

に
間
違
い
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

決
定
通
知
書
を
送
付

　

７
月
中
旬
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

■
滞
納
税
の
徴
収
を
行
い
ま
す

　

納
期
限
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し
た
町
税

の
滞
納
案
件
は
、京
都
地
方
税
機
構
に
移
管

し
て
滞
納
整
理
な
ど
の
徴
収
業
務
を
取
り
扱

い
ま
す
。

　

移
管
対
象
者
に
は
、「
督
促
状
兼
移
管
通
知

書
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、移
管
以
降
の

納
税
相
談
は
京
都
地
方
税
機
構
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
納
税
証
明
書
の
発
行
は
町
で
行
い
ま
す

　

町
府
民
税
や
軽
自
動
車
税
な
ど
の
納
税
証

明
書
の
発
行
は
、移
管
前
・
移
管
後
に
か
か

わ
ら
ず
、今
ま
で
ど
お
り
、税
務
課
の
窓
口
で

取
り
扱
い
ま
す
。

　

京
都
地
方
税
機
構
で
は
納
税
証
明
書
は
発

の
人
全
員
に
、平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
を
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
し
て
い

な
い
人
や
、支
払
方
法
を
口
座
引
き
落
と
し

に
し
て
い
な
い
人
に
は
、納
付
書
を
同
封
し

ま
す
の
で
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
た

は
金
融
機
関
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

�

長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
額

　

長
期
優
良
住
宅
の

普
及
の
促
進
に
関
す

る
法
律
に
規
定
す
る

認
定
長
期
優
良
住
宅

に
つ
い
て
、次
の
要

件
に
該
当
す
る
と
、

新
築
か
ら
５
年
間（
３
階
建
以
上
の
耐
火
ま

行
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納
付（
納

入
）し
た
場
合
、入
金
の
確
認
に
日
数
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、領
収
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○�

納
期
限
ま
で
の
納
税
相
談
や
課
税
内
容

に
つ
い
て
…
町
税
務
課

○�
納
期
限
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し
、「
督

促
状
兼
移
管
通
知
書
」が
到
達
し
た
以

降
の
納
付
の
相
談
な
ど
に
つ
い
て
…
京

都
地
方
税
機
構
山
城
中
部
地
方
事
務
所

（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
21
番
地

の
８　

京
都
府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会

館
内　

☎
０
７
７
４（
４
６
）６
５
６
８
）

た
は
準
耐
火
構
造
の
中
高
層
住
宅
は
７
年

間
）分
の
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

■
住
宅
要
件

　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
で
あ
る

こ
と

①�

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
認
定
長
期
優
良
住
宅

②�

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
施
行
の
日（
平
成
21
年
６
月
４

日
）か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
新
築
さ
れ
た
住
宅

③�

居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
（
一
戸
建
住

宅
以
外
の
貸
家
住
宅
の
場
合
は
40
㎡
）以

上
2
8
0
㎡
以
下

④�

居
住
部
分
の
床
面
積
が
、全
体
の
床
面
積

の
２
分
の
１
以
上

■
減
額
さ
れ
る
範
囲
及
び
減
額
さ
れ
る
額

　

住
宅
部
分
の
床
面
積
1
2
0
㎡
ま
で
を

限
度
と
し
て
、家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
額

の
２
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
減
額
さ
れ
る
期
間

　

一
般
の
住
宅
…
新
築
後
５
年
間

　

３
階
建
以
上
の
耐
火
ま
た
は
準
耐
火
住
宅

…
新
築
後
７
年
間

■
申
告
に
必
要
な
書
類

　

・�

認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る
固
定
資
産

税（
減
額
）申
告
書

　

・�

京
都
府
か
ら
交
付
さ
れ
た「
認
定
通
知

書
」の
写
し

■
申
告
方
法

　

新
築
さ
れ
た
翌
年
の
１
月
31
日
ま
で
に
、

右
記
必
要
書
類
を
添
え
て
税
務
課
へ
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
税
務
課
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お
や
こ
の
食
育
教
室

　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会「
久
味
の

会
」で
は
、「
選
ぶ
力
」や「
味
の
分
か
る
力
」な

ど
子
ど
も
の
食
育
を
養
う「
お
や
こ
の
食
育

教
室
」を
開
き
ま
す
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
親
子
一
緒
に
、ま
た
、

友
だ
ち
同
士
で
参
加
し
て
食
育
を
考
え
な
が

ら
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
７
月
29
日
㈬　

午
前
10
時
か
ら　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室　

対
象

／
町
内
在
住
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
年
長
児

�

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
の
試
験

　

京
都
府
下
水
道
協
会
で
は
、次
の
と
お
り

認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

日
時
／
【
受
験
講
習
】11
月
１
日
㈰　

午

後
１
時
30
分
か
ら　
【
認
定
試
験
】11
月
８
日

㈰　

午
後
１
時
30
分
か
ら　

対
象
／
府
下
で

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
と
し

て
、排
水
設
備
工
事
に
従
事
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
人　

申
込
・
問
合
せ
／
７
月
１
日
㈬

～
14
日
㈫
に
上
下
水
道
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、同
課
へ
。

�

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万　

 

発
売 

　

こ
の
夏
、サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
が
５
億
円
に
、

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
が

７
０
０
０
万
に
!!

　

発
売
期
間
／
７
月
８
日
㈬
～
７
月
31
日�

㈮　

当
選
金
／
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ　

１

等　

５
億
円
×
23
本（
発
売
総
額
6
9
0
億

円
・
23
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万　

１
等　

７
０
０
０
万
円

×
1
1
0
本（
発
売
総
額
3
3
0
億
円
・
11

ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）　

抽
選
日
／
８
月
11
日
㈫

※�

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

及
び
小
学
生
と
そ
の

保
護
者（
４
年
生
以
上

は
、子
ど
も
だ
け
の
参

加
可
。
送
迎
は
保
護

者
で
お
願
い
し
ま
す
）　

定
員
／
先
着
20
人　

費
用
／
１
人
3
0
0

円　

献
立
／
「
お
楽
し
み
献
立
」　

持
ち
物

／
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、タ
オ
ル
、筆
記
用
具　

申
込
／
７
月
２
日
㈭
～
21
日
㈫
ま
で
に
長
寿

健
康
課
へ
。
電
話
可

あ
そ
び
の
広
場

　

町
民
生
児
童
委
員
協
議

会
で
は
、お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す

る「
あ
そ
び
の
広
場
」を
開

き
ま
す
。申
込
不
要
で
す
。

催
し
・
募
集

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
等
で

国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
の
が
困
難
な
と
き

は
、申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
を
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除（
猶
予
）さ
れ
て
い
る
期
間
は
、老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

要
件
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
免
除
や
猶
予

を
受
け
ず
、保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
、病
気

や
ケ
ガ
で
身
体
に
障
害
が
残
っ
た
と
き
や

死
亡
し
た
と
き
は
、障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

各
申
請
に
は
、所
得
審
査
が
あ
り
ま
す

が
、審
査
の
対
象
と
な
る
人
が
会
社
な
ど

を
退
職
し
た
場
合
、退
職（
失
業
）に
よ
る

特
例
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、過
去
２
年（
申
請

月
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
）ま
で
遡
っ

て
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
該

当
期
間
が
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
免
除
制
度

　

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
承
認
期
間（
７

月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま
で
）の
保
険
料
の
全

部
か
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。「
全
額
免
除
」

と「
一
部
納
付（
免
除
）」は
、本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
所
得
審
査
を
行
い
、所
得
に
応
じ

て
決
ま
り
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に

も
一
部
反
映
し
ま
す
。
ま
た
、免
除
さ
れ
た

保
険
料
は
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納

め
る
こ
と
が
で
き
、将
来
受
け
取
る
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
す（
た
だ
し
、３
年

目
以
降
は
加
算
金
も
必
要
で
す
）。

■
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
の
人
が
対
象
で
、申
請
し
て
承
認

さ
れ
る
と
、承
認
期
間
の
保
険
料
を
後
払
い
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
10
年
以
内
。た
だ
し
、

３
年
目
以
降
は
加
算
金
も
必
要
で
す
）。
本
人

と
配
偶
者
の
所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。
承
認

期
間
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

■
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
が
対
象
で
、申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

と
在
学
中
の
保
険
料
を
後
払
い
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
10
年
以
内
。
た
だ
し
、３
年
目

以
降
は
加
算

金
も
必
要
で

す
）。
本
人
の

所
得
審
査
を

行
い
、承
認
期

間
は
４
月
か

ら
翌
年
３
月

ま
で
で
す
。

　

必
要
書
類

等
／
年
金
手

帳
、印
鑑
、学

生
は
学
生
証

な
ど
、
退
職

し
た
人
は
雇

用
保
険
受
給

資
格
者
証
な
ど
。
所
得
審
査
の
対
象
と
な

る
人
が
今
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た

場
合
は
所
得
証
明
が
必
要
な
場
合
が
あ
り�

ま
す
。
※
継
続
申
請
の
承
認
を
受
け
て
い

る
人
で
、前
年
度
か
ら
引
き
続
き
同
じ
免

除（
猶
予
）区
分
を
希
望
す
る
場
合
は
申
請

不
要
で
す　

申
請
・
問
合
せ
／
国
保
医
療

課
ま
た
は
京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課　

☎
０
７
５（
６
４
３
）２
５
４
７
へ

▼所得基準の目安（単位：万円　カッコ内は収入換算）

区分 単　身 夫　婦
（1人扶養）

夫婦＋子 2人
（3人扶養）

全額免除 57（122） 92（157） 162（257）

一部
納付

1/4納付 93（158）142（229） 230（354）
半額納付 141（227）195（304） 282（420）
3/4 納付 189（296）247（376） 335（486）

※所得控除等は個人によって異なるため、この表はあくまで目安です。
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日
時
／
７
月
３
日
㈮　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

対
象
／
町
内

在
住
で
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

内

容
／
七
夕
笹
飾
り
作
り　

問
合
せ
／
住
民
福

祉
課琵

琶
湖
博
物
館
で
自
然
観
察
会

　

子
ど
も
た
ち
に
環
境
へ
の
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
、自
然
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

　

琵
琶
湖
博
物
館
で
、展
示
見
学
や
体
験
学

習｢

ヨ
シ
笛
を
つ
く
ろ
う｣
を
通
じ
て
自
然

環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
８
月
７
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後

４
時（
交
通
渋
滞
に
よ
り
遅
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）　

集
合
／
午
前
９
時
に
中
央
公
民

館
前
集
合（
時
間
厳
守
）　

対
象
／
町
内
在

住
・
在
学
の
小
学
３
年
～
６
年
生　

行
先

／
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館　

定
員
／
18

人（
定
員
を
超
え
た
と
き
は
抽
選
）　

費
用
／

1
0
0
円（
企
画
展
示
観
覧
料
）　

持
ち
物

／
弁
当
、水
筒
、筆
記
用
具
、タ
オ
ル
、帽
子
な

ど　

申
込
・
問
合
せ
／
７
月
２
日
㈭
～
６
日

㈪
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
に
環

境
保
全
課
へ
。
電
話
可
。
友
人
の
代
理
申
込

は
不
可

�

ひ
と
り
親
家
庭

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

　

父
子
家
庭
の
親
子
を
対
象
に
、ふ
れ
あ
い

キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

日
時
／
８
月
８
日
㈯
～
９
日
㈰　

１
泊
２

日　

場
所
／
京
都
府
立
丹
後
海
と
星
の
見

え
る
丘
公
園（
宮
津
市
）　

対
象
／
京
都
府
内（
京
都

市
を
除
く
）に
住
む
父
子

家
庭
の
父
と
子（
18
歳

未
満
）
30
組
程
度　

内

容
／
キ
ャ
ン
プ
ほ
か　

参
加
費
／
大
人
２
，

０
０
０
円　

子
ど
も
１
，０
０
０
円　

申
込

／
７
月
17
日
㈮
ま
で
に
地
域
の
民
生
児
童
委

員
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い　

主
催
／
京
都

府
民
生
児
童
委
員
協
議
会　

問
合
せ
／
住
民

福
祉
課

�

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
や
親
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
場
所
を
つ
く
っ
て
遊
び
や
学
習
、

ご
飯
づ
く
り
な
ど
を
し
て
ひ
と
り
親
家
庭
の

応
援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間
か
ら
の

参
加
で
も
結
構
で
す
。

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員

／
10
人　

参
加
費
／
無
料　

た
だ
し
夕
食

材
料
費
１
０
０

円　

申
込
・
問
合

せ
／
町
母
子
寡
婦

（
さ
つ
き
）会　

南

る
り
江
さ
ん
☎

０
７
７
４（
４
５
）

０
２
８
４（
午
後

６
時
～
９
時
）

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、家
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
人
を
対
象
に
、仲
間
と

交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た

だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
７
月
17
日
㈮　

正
午
～
午
後
３
時　

場
所
／
中
央
公
民
館　

内
容
／
和
室
で
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

�

７
月
15
日
㈬�

町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　

夏
本
番
、

子
ど
も
た

ち
待
望
の

町
民
プ
ー

ル
が
い
よ

い
よ
７
月

15
日
㈬
に

オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　

水
の
流

れ
る「
流
水
プ
ー
ル
」、す
べ
り
台
の
あ
る

「
幼
児
プ
ー
ル
」、本
格
的
に
泳
げ
る「
50
ｍ

プ
ー
ル
」な
ど
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
年
も
町
民
プ
ー
ル
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

期
間
／
７
月
15
日
㈬
～
８
月
31
日
㈪　

午

前
10
時
～
午
後
５
時（
発
券
は
午
後
４
時

ま
で
）　

料
金
／
大
人
5
0
0
円
、高
校
生

3
0
0
円
、小
・
中
学
生
2
0
0
円
、幼
児

1
0
0
円（
３
歳
以
下
は
無
料
）

入
場
券
は
７
月
２
日
か
ら
前
売
り

　

プ
ー
ル
入
場
券
は
、総
合
体
育
館
で
７
月

２
日
㈭
～
14
日
㈫
の
開
館
日
に
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

７
月
15
日
㈬
以
降
は
、町
民
プ
ー
ル
の
窓

口
だ
け
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

　

入
場
券
の
有
効
期
限
は
８
月
31
日
㈪
ま
で

で
す
の
で
、計
画
的
に
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。　

�

問
合
せ
／
総
合
体
育
館

町
民
プ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
券
を
配
布

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、子
ど
も
た
ち
が

家
族
や
友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
と

と
も
に
、保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、町
民
プ
ー
ル
を
無
料
で
利
用
で
き
る

「
ふ
れ
あ
い
券
」を
配
布
し
ま
す
。

　

配
布
対
象
／
0
歳
か
ら
中
学
3
年
生
ま

で
の
町
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
人　

配
布

方
法
／
町
内
の
保
育
所
、幼
稚
園
、小
・
中

学
校
に
通
っ
て
い
る
人
は
、各
所
・
園
・

校
を
通
し
て
配
布
。
そ
れ
以
外
の
人
に

は
、郵
送（
配
布
時
期
が
過
ぎ
て
も
届
か
な

い
と
き
は
、社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
）　

配
布
時
期
／
７
月
上
旬　

利
用�

方
法
／
「
ふ
れ
あ
い
券
」に
必
要
事
項
を

記
入
し
、町
民
プ
ー
ル
の
改
札
口
へ
提
出

�

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

浄水場

ほっとハウス「チエさん」

ゆうホール

佐山幼稚園

月日 時間 場所 内容

7月 5日㈰
　12日㈰
　19日㈰
　26日㈰

午後2時～
4時

ふれあい
交流館
ゆうホール

遊び、
学習
サポート

7月 １日㈬
　８日㈬
　15日㈬
　22日㈬
　29日㈬

午後4時
30分～
8時

ほっと
ハウス
「チエさん」

遊び、
学習
サポート、
夕食づくり

※水曜日参加は 2日前にお申し込みください
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ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園

庭
に
親
子
が
気
軽
に
集
ま

っ
て
、一
緒
に
遊
び
な
が
ら

子
育
て
の
情
報
交
換
や
交

流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
、ど
の
保
育
所
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
申
込
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

日
時
／
７
月
14
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育

所　

内
容
／
園
庭
開
放（
水
遊
び
）　

対
象
／

町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち

物
／
着
替
え
・
水
筒　

問
合
せ
／
各
保
育
所

お
も
ち
ゃ
病
院（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ「
お
も
ち
ゃ
病
院
」で
は
、子
ど
も
の

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。申
込
不
要
。

直
接
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
７
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

（
修
理
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所
／
あ

い
あ
い
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料（
部
品
交

換
が
必
要
な
場
合
は
要
実
費
）　

そ
の
他
／

も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
を
再

利
用
し
ま
す
の
で
、寄
附
を
お
受
け
し
て
い

ま
す　

問
合
せ
／
同
協
議
会

�「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

講
演
会
と
標
語
の
表
彰

　

町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委
員
会

で
は
、「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域

社
会
」を
築
く
た
め
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

標
語
の
表
彰
式
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
７
月
17
日
㈮　

午
後
２
時
か
ら　

場
所
／
役
場
５
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　

講
演
／
演
題「
ウ
ミ
ウ
の
誕
生
、そ
し
て
鵜
飼

の
未
来
」
～
女
性
鵜
匠
か
ら
見
た
今
の
社
会

～　

講
師
：
宇
治
川
の
鵜
匠　

澤
木
万
理
子

さ
ん　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

�

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま

た
は
在
勤
の
人　

申
込

／
受
付
開
始
日
以
降
に

受
講
料
を
持
参
の
上
、実

施
す
る
会
館
・
セ
ン
タ

ー
へ（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）　

問
合

せ
／
府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田

町
新
中
ノ
荒
21
‐
８
）☎
０
７
７
４（
４
６
）

０
６
８
８
、０
７
８
０

納
涼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

町
体
育
振
興
会
で
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
通
し
て
地
域
住
民
の
交
流
と
親
睦
、

健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、納
涼
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
８
月
１
日
㈯　

午
後
６
時
か
ら　

※
雨
天
の
場
合
８
月
８
日
㈯
に
延
期　

場
所

／
中
央
公
園
野
球
場　

対
象
／
町
内
在
住
者　

申
込
／
７
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮
ま
で
に
、各

自
治
会
体
育
振
興
会
委
員
へ　

問
合
せ
／
社

会
教
育
課　

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

　

健
康
づ
く
り
に

役
立
つ
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、「
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
日
」を
開
催
し
ま
す
。

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
か
ら
講
師
を
招
い
て
体

に
良
い
体
操
や
、小
さ
い
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
や
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
、お
年
寄
り
や
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し

め
る
玉
入
れ
、体
力
テ
ス
ト
な
ど
、た
く
さ
ん

用
意
し
て
い
ま
す
！　

お
友
達
や
家
族
同
士

で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
７
月
４
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

正
午　

場
所
／
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
、サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

対
象
／
小
学
生
以
上

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

内
容

／
軽
体
操
、新
体
力
測
定
、ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、キ

ン
ボ
ー
ル
、キ
ネ
ッ
ト
、ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト（
※
１
）、玉
入
れ
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク（
※

１
）、ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
※
２
）　

（
※
１
）の
２
種
目
は
景
品
あ
り　
（
※
２
）は

事
前
申
込
必
要
。電
話
可　

持
ち
物
／
上
靴
、

飲
み
物
、タ
オ
ル
な
ど　

問
合
せ
／
社
会
教

育
課　

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業

ゆ
る
体
操
指
導
者
養
成
講
座

　

町
で
は
、住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
の
た

め
に
、「
ゆ
る
体
操
」を
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、ゆ
る
体
操
指
導
者
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
・
内
容
／
13
ペ
ー
ジ
表　

場
所
／
ゆ

う
ホ
ー
ル　

対
象
／
①
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
20
歳
以
上
の
人
で
認
定
試
験
後
に
ゆ
る

体
操
教
室
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積

極
的
に
で
き
る
人　

②
町
内
で
ゆ
る
体
操
普

及
活
動
を
し
て
い
る「
ゆ
る
体
操
ク
ラ
ブ
」の

会
員　

定
員
／
15
人　

講
師
／
運
動
科
学
総

合
研
究
所 

専
門
指
導
員　

費
用
／
養
成
講

座
は
無
料
で
す
が
、認
定
試
験
合
格
後
に
登

録
料
２
，０
０
０
円
が
必
要
で
す　

そ
の
他

／
服
装
は
軽
装
で
運
動
し
や
す
い
も
の　

申

込
・
問
合
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可

　

※
ゆ
る
体
操
と
は
、固
ま
っ
た
体
を
上
手

に
緩
め
る
こ
と
に
よ
り
、血
液
や
体
液
の
循

城南勤労者福祉会館の教室
講座名 受付開始日 期間（曜日） 開講時間 回数 募集定員 受講料等

レッツ・クック
教室

7/20
㈪～

8/20
㈭

13:30～
16:30 1 男性16 1,500 円

城南地域職業訓練センター講座
講座名 受付開始日 期間（曜日） 開講時間 回数 募集定員 受講料等

エクセル中級 7/10
㈮～

8/10～
8/31　
（月・木）

18:30～
21:00 7 20 17,500 円

エクセル初級 7/29
㈬～

8/29 ～
10/3　
㈯

9:30 ～
12:00 6 20 15,000 円

ホスピタル�
コンシェルジュ
養成講座

7/23
㈭～

8/23 ～
10/25
㈰

10:00 ～
12:30 10 25

18,500 円
（教材費
12,900円）

創業33年　まごころこめてお手伝い

京都ペット
葬儀社 年中無休

お迎え・個別火葬・納骨供養
日本ペットランド

075‒601‒0009
京都府京都市伏見区向島庚申町42
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環
が
良
く
な
り
、

体
の
コ
リ
や
冷

え
を
解
消
し
、

深
い
呼
吸
が
で

き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
の
人
や
今

ま
で
運
動
習
慣

の
な
か
っ
た
人

で
も
簡
単
に
覚

え
ら
れ
る
優
し

い
体
操
で
、特

別
な
道
具
を
使

わ
ず
に
体
一
つ

で
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券 

取
扱
店
募
集

　

町
商
工
会
で
は
、町
内
の
お
店
で
金
券
と

し
て
使
用
で
き
る「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」を

発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
商
品
券
を
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る

（
使
用
で
き
る
）お
店
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
期
間
／
７
月
10
日
㈮
ま
で　

商
品
券

発
行
総
額
／
６
，０
０
０
万
円（
20
％
の
プ
レ

ミ
ア
ム
を
含
む
）　

換
金
手
数
料
／
町
商
工

会
員
無
料
、商
工
会
員
以
外
は
10
％　

★�

１
０
，０
０
０
円
で
１
２
，０
０
０
円
の
買

い
物
が
で
き
ま
す

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、５
０
０
円
券
24

枚
綴
り
が
１
セ
ッ
ト
で
、１
０
，０
０
０
円
で

購
入
で
き
、１
２
，０
０
０
円
分
の
買
い
物
が

で
き
ま
す
。
購
入
は
、１
世
帯
５
セ
ッ
ト
ま
で

で
、町
内
在
住
の
人
を
対
象
に
事
前
申
込
で
販

売
し
ま
す
。
販
売
数
は
５
，０
０
０
セ
ッ
ト
で

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

　

購
入
申
込
期
間
／
８
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮　

販
売
期
間
／
９
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮　

使
用
期

間
／
10
月
１
日
㈭
～
平
成
28
年
１
月
31
日
㈰　

※
申
込
用
紙
は
全
戸
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は「
広
報
く
み
や
ま

８
月
１
日
号
」で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
込
・
問
合
せ
／
町
商
工
会
☎
０
７
５

（
６
３
１
）６
５
１
８

�

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン　

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

　

く
み
や
ま
マ
ラ

ソ
ン
実
施
委
員
会

で
は
、平
成
28
年

１
月
31
日
㈰
に
開

催
予
定
の「
第
26

回
く
み
や
ま
マ
ラ

ソ
ン
」の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
で
の
作
成
も
可
能
で
す
。

　

採
用
者
に
は
、記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

規
格
／
４
ツ
切
り
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
紙

（
３
～
４
色
で
内
容
は
自
由
）　

応
募
方
法
／

作
品
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

添
付
し
て
８
月
31
日
㈪
ま
で
に
同
委
員
会
事

務
局（
〒
6
1
3
‐
0
0
2
2　

久
御
山

町
市
田
新
珠
城
3
1
3　

総
合
体
育
館
内
）

へ
。
☎
０
７
７
４（
４
４
）２
２
０
５

海
上
保
安
学
校 

学
生
募
集

　

採
用
予
定
日
／
平
成
28
年
４
月　

１
次
試

験
／
９
月
27
日
㈰　

内
容
／
船
舶
運
航
シ
ス

テ
ム
課
程
、航
空
課
程
、情
報
シ
ス
テ
ム
課

程
、海
洋
科
学
課
程　

対
象
／
平
成
27
年
４

月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
及
び
平
成
28

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
等　

受
付
期

間
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト=

７
月
21
日
㈫
～

30
日
㈭
、郵
送
・
持
参=

７
月
21
日
㈫
～
23

日
㈭　

問
合
せ
／
第
八
管
区
海
上
保
安
本
部　

☎
０
７
７
３（
７
６
）４
１
０
０

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、人
権
擁
護
相
談
は
、差
別

や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

　

日
時
と
場
所
／
７
月
14
日
㈫　

午
前
10
時

～
午
後
３
時　

役
場
１
階
相
談
室
１

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談

　

日
時
／
７
月
16
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分　

相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
７
月
２
日

㈭
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
７
月
16
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
４
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、家
庭
の
問
題
、仕

事
、対
人
関
係
な
ど
の
相
談

相
談

　

日
時
／
７
月
14
日
㈫
、28
日
㈫　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
午
後
１
時　

※
面
接
・
電
話
相
談

と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
に
申
込
を
。
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

４
時　

場
所
／
役
場
２
階
会
議
室
22

【
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た
り
、

生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、ど
う
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
、そ
ん
な
悩
み
に
、相
談

支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

日
時
／
７
月
３
日
㈮　

午
前
11
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７　

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
７
月
９
日
㈭
、23
日
㈭　

午
後
１

時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
に
関
す
る
相
談
】

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な（
で
き
な
い
）人

に
対
し
て
、自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
相

談
で
す
。
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
７
月
９
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な

悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
０
７
５

（
６
３
１
）３
４
２
１　

相
談
時
間
／
午
前
８
時

30
分
～
午
後
5
時

ゆる体操指導者養成講座開催日時・内容
回数 月日（曜） 時間 内容
１ 8月 5日㈬

午後１時30分～
３時30分�
（受付は１時15分
から）

実技・講習
２ 9月 2日㈬
３ 10月 7日㈬
４ 11月 4日㈬

５ 12月 2日㈬ 認定試験�
（筆記・実技）
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【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
７
月
８
日
㈬
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）へ
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無

料
で
す
。

�

パ
ソ
コ
ン
教
室

こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
編
Ⅱ
）

　

日
時
／
７
月
８
日
㈬
、10
日
㈮
、15
日
㈬
、

17
日
㈮
の
４
回
コ
ー
ス　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
初
心
者
向
け
の

ワ
ー
プ
ロ
教
室　

定
員
／
16
人　

費
用
／

３
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要
）

童
謡
を
楽
し
む
会

‌　　

日
時
／
７
月
８
日
㈬
、

22
日
㈬　

午
前
10
時
～

11
時
30
分　

対
象
／
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
概
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
童
謡
な

ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す　

定
員
／
各
60
人
。

申
込
不
要
。当
日
、直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
７
月
10
日
㈮
、17
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／

30
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、直
接
お
越
し
く

だ
さ
い　

費
用
／
1
0
0
円

漢
字
の
達
人
教
室
・
え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
７
月
11
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30

分　

対
象
／
町
内
在
住
の

小
学
２
年
生
以
上（
大
人
の

参
加
も
可
）　

内
容
／
漢
字
学
習
と
書
写
教

室
を
同
時
並
行
開
催　

定
員
／
20
人

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
７
月
11
日
㈯　

午
後
８
時
～
９
時

＝
土
星
・
夏
の
星
座
を
観
察
、19
日
㈰　

午

後
７
時
30
分
～
８
時
30
分=

月
と
土
星
を
観

察　

※
受
付
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で　

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た

で
も
。
た
だ
し
、小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
。
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
下
表
の
①
～
⑩
の
い
ず
れ
か
か
ら

選
ん
で
く
だ
さ
い　

対
象
／
町
内
在
住
の
小

学
生　

内
容
／
木
を
使
っ
て
自
由
に
工
作　

定
員
／
各
８
人　

費
用
／
3
0
0
円

は
じ
め
て
の
野
外
炊
飯
教
室

　

日
時
／
７
月
12
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
１
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小

学
生
と
保
護
者（
親
子
参

加
）　

内
容
／
飯
ご
う
炊

飯
を
学
び
ま
す　

定
員
／
10
組
程
度　

費
用

／
１
人
1
0
0
円

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
７
月
15
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
15
分
頃　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画「
ボ
ー

ジ
ェ
ス
ト
」を
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申
込

不
要
。
当
日
、直
接
お
越
し
く
だ
さ
い

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
７
月
16
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
概
ね
50
歳
以
上

の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30
人
。申
込
不
要
。

当
日
、直
接
お
越
し
く
だ
さ
い

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
７
月
18
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽

し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

陶
芸
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

日
時
／
７
月
19

日
㈰　

①
午
前
10

時
～
正
午　

②
午

後
２
時
～
４
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人（
た

だ
し
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

月日 時間 番号
7月22日
㈬

午前 9時～正午 ①
午後 2時～ 5時 ②

7月23日
㈭

午前 9時～正午 ③
午後 2時～ 5時 ④

7月28日
㈫ 午前 9時～正午 ⑤

7月29日
㈬ 午後 2時～ 5時 ⑥

7月30日
㈭ 午前 9時～正午 ⑦

7月31日
㈮ 午前 9時～正午 ⑧

8月5日
㈬

午前 9時～正午 ⑨
午後 2時～ 5時 ⑩

夏の特別学習

7月21日（火）～8月31日（月）
♦栄教室
0774-43-5840
玉城　啓永

申し込み受付中です。上記教室までご連絡ください。

秋山　浩子
075-983-8381
♦東教室

費用／1教科　6,480円から

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル

　

申
込
は
７
月
２
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
、
た
だ
し
20
日
㈪�

	

は
開
館
、
21
日
㈫
は
休
館
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nformation

親
子
、大
人
だ
け
の
参
加
可　

内
容
／
粘
土

か
ら
焼
き
物
を
作
り
ま
す　

定
員
／
各
16
人　

費
用
／
１
人
5
0
0
円

木
津
川
観
察
教
室

　

日
時
／
７
月
20
日
㈪　

午
前
９
時
～
11
時　

※
雨
天
や
河
川
増
水
の
場
合
は
中
止　

対
象

／
町
内
在
住
の
人
。
た
だ
し
、小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／
川
の
流
れ
や

岩
石
、生
き
物
を
観
察　

定
員
／
20
人

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
７
月
６
日
㈪
・
24
日
㈮　

午
後

７
時
～
７
時
40
分
、７
月
11
日
㈯
・
25
日
㈯　

午
前
10
時
～
10
時
40
分
。
い
ず
れ
か
一
日
選

択　

対
象
／
12
歳
以
上
の
人（
小
学
生
を
除

く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、機
器
を
利
用

す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定
員

／
各
先
着
15
人　

費
用
／
5
0
0
円（
講

習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け
の
場
合
は
、ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料
の
み
必
要
）　

そ

の
他
／
顔
写
真（
2.5
㎝
×
２
㎝
）１
枚
必
要

�

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体
の

登
録
受
け
付
け

　

平
成
27
年
度
の
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用

浴
衣
の
着
付
け
教
室

　

日
時
／
７
月

11
日
㈯　

午
後

１
時
30
分
～
３

時
30
分　

対
象

／
町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
浴
衣
の
着
付
け
で
夏

の
装
い
と
簡
単
な
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す　

講

師
／
長
野
里
美
さ
ん　

定
員
／
15
人　

費
用

／
1
0
0
円　

持
ち
物
／
浴
衣
、半
幅
帯
、

下
着（
裾す

そ
よ除
け
・
肌
襦じ

ゅ
ば
ん袢
等
）、腰
紐ひ

も

２
本
、伊

地
域
で
あ
そ
ぼ
う「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

日
時
／
７
月
３
日
㈮
、17
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
相
島
公
会
堂

日
曜
開
館

　

水
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う（
天
候
不
順

ク
ラ
フ
ト
教
室

　

割
り
箸
を
使
っ
て
、壁
掛
け
を
作
り
ま
す
。

　

日
時
／
７
月
28
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

対
象

／
町
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
人　

定

員
／
15
人　

費
用

／
5
0
0
円

団
体
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

対
象
施
設
／
総

合
体
育
館
、中
央
公

園（
野
球
場
・
庭
球

場
）、木
津
川
河
川

敷
運
動
広
場（
野
球

場
・
球
技
場
）、町

民
プ
ー
ル
前
庭
球
場　

資
格
／
①
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
者
で
構
成
さ
れ
る
10
人
以

上
の
団
体
。
た
だ
し
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
は
６
人
以
上　

②
継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
利
用
す
る
団
体　

申
込
／
７
月
２

日
㈭
～
31
日
㈮

達
締
め
、前
板

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
教
室

　

日
時
／
７
月
10
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
地
場
産
完
熟
ト
マ

ト
で
ケ
チ
ャ
ッ
プ
作
り
を
学
び
ま
す　

講
師

／
岡
本
幸
子
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／

１
，７
０
０
円　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、ふ
き
ん
、筆
記
用
具

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室(

着
物
リ
メ
イ
ク)

　

日
時
／
７
月
７
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～

４
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
着
物
の
衽お

く
み

で
ポ
シ
ェ

ッ
ト
を
作
り
ま
す　

講
師
／
田
口
か
す
み

さ
ん　

定
員
／
15
人　

費
用
／
1
0
0
円　

持
ち
物
／
裁
縫
道
具
、布（
裁た

ち
切
り
18
㎝
幅

×
1
3
0
㎝
）

の
場
合
は
室
内
遊
び
を
し
ま
す
。）

　

日
時
／
７
月
12
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
。
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用
は
午
前
９

時
～
午
後
４
時

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
で
あ
そ
ぼ
う

　

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）と
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
７
月
14
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

7
月
の
誕
生
会

　

７
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
で
す
。
み
ん
な
で

お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。
写
真
入
り
誕
生
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
７
月
28
日
㈫
ま

で
に
来
館
の
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
７
月
30
日
㈭　

午
前
11
時
30
分

か
ら

中
央
公
民
館

　

申
込
は
７
月
２
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

【
休
館
日
】‌�

毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日�

を
除
く
）、
月
曜
日
、
祝
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル

総
合
体
育
館

　

申
込
は
７
月
２
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

【
休
館
日
】毎
週
水
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

　

申
込
は
７
月
６
日
㈪
か
ら
参
加
者
本
人

が
同
苑
へ
。

【
休
苑
日
】
毎
週
日
曜
日
、
祝
日
、

　
　
　
　

 

土
曜
日
の
午
後

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

荒
見
苑
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保健予防のコーナー

　

子
ど
も
は
少
し

の
刺
激
で
吐
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
便
が
ゆ
る

く
な
る
こ
と
も
珍

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

■
嘔
吐
し
た

　

吐
く
回
数
、（
訴
え
ら
れ
る

場
合
）
頭
痛
や
腹
痛
が
な
い

か
、（
訴
え
ら
れ
な
い
場
合
）

普
段
と
比
べ
て
機
嫌
は
悪
く
な
い
か
観
察

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
欲
は
あ
る
か
、

下
痢
を
し
て
い
な
い
か
、
熱
は
な
い
か
な

ど
も
重
要
な
観
察
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

 

観
察
ポ
イ
ン
ト 

・�

吐
い
た
物
に
血
液
や
緑
色
の
胆
汁
が
混

じ
っ
て
い
る
。

・�

お
な
か
が
張
り
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い

る
。

・�

水
分
が
と
れ
な
い
、
半
日
以
上
お
し
っ

こ
が
出
て
い
な
い
、
く
ち
び
る
が
乾
い

て
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。

・�

嘔
吐
以
外
に
、
下
痢
や
発
熱
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

 

対 

処 

法 

　

吐
き
気
が
強
い
時
は
、
無
理
に
食
べ
さ

せ
た
り
飲
ま
せ
た
り
せ
ず
、
イ
オ
ン
飲
料

や
湯
さ
ま
し
な
ど
を
少
し
ず
つ
、
回
数
を

多
め
に
与
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

吐
い
た
も
の
を
気
管
に
吸
い
込
ま
な
い

よ
う
、
体
を
横
向
き
に
寝
か
せ
て
あ
げ
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

■
下
痢
を
し
た

　

い
つ
も
の
便
と
臭
い
や
状
態
が
ど
う
違

う
か
、
一
日
に
何
回
便
が
出
た
か
な
ど
、

観
察
し
ま
し
ょ
う
。

 

観
察
ポ
イ
ン
ト 

・�

白
っ
ぽ
い
便
、
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
の
よ
う

な
血
便
が
出
る
。

・�

水
の
よ
う
な
便
が
1
日
6
回
以
上
出

る
。

・�

活
気
が
な
く
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。

機
嫌
が
悪
く
、
水
分
が
し
っ
か
り
と
と

れ
て
い
な
い
。

・�

下
痢
以
外
に
、
嘔
吐
や
発
熱
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

 

対 

処 

法 

　

便
が
ゆ
る
め
で
も
、
食
欲
が

あ
り
、
元
気
に
過
ご
せ
て
い
れ

ば
あ
ま
り
心
配
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

水
分
や
塩
分
、
糖
分
が
不
足
し
な
い
よ

う
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
や
口
当
た
り
の

良
い
食
事
を
与
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

1
日
の
便
の
回
数
が
多
か
っ
た
り
、
下

痢
が
長
く
続
い
た
り
す
る
と
お
尻
が
か
ぶ

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
昼
間
だ
け
で
も
、

拭
き
取
る
の
で
は
な
く
、
お
湯
で
流
し
た

り
、
洗
っ
て
あ
げ
る
よ
う
に
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

急
子どもの

救
アドバイス

No.2

子
ど
も
の
嘔
吐
と
下
痢

出張がん個別相談会
がんに関わる様々な相談をお受け
する窓口として、京都府山城北保健
所で出張個別相談会を行います。

日 時／ 7月14日㈫、8月11日㈫ 
いずれも午後1時～ 3時30分　場所
／同保健所　相談員／保健師または
看護師　相談料／無料　申込・問合
せ／事前に京都府がん総合相談支
援センター（京都市南区東九条下
殿田町43メルクリオ京都2階 ☎
0120（078）394）へ
※出張相談以外に、同センターで
通常相談（電話及び対面）を月～金
（祝日・年末年始を除く）の午前9
時～正午、午後1時～ 4時に実施し
ていますので、こちらもご利用くだ
さい。

耳のことなんでも相談
聴力測定や聞こえ
に関する相談を言語
聴覚士がお受けしま
す。お気軽にお越し
ください。事前に「は
ーもにぃ」へお申し込みください。

日時／ 7月23日㈭　午前10時30
分～午後2時30分　一人約1時間　
場所／ゆうホールボランティアル
ーム　定員／ 4人　申込／聴覚障害
者生活支援センター「はーもにぃ」
☎0774（55）5981 FAX 0774（55）
5982

会場は、保健センターです（※はあいあいホールです）。母子健康手帳・健康手帳をお持ち
の人は、必ずご持参ください。� 問合せ／長寿健康課

1歳8か月児健診（6月19日）で
見つけたかわいい笑顔です。

7月の母子保健
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

10か月児健診 13日㈪ 午後1時20分
～1時50分 平成26年8月生まれ 医師による健康診査、離乳

・保育・栄養などの指導

※乳幼児相談 16日㈭ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相

談

1歳8か月児健診 17日㈮ 午後1時20分
～1時40分 平成25年10月生まれ

医師、歯科医師による健康
診査、身体的・精神的な発
達指導

3歳児健診 24日㈮ 午後1時20分
～2時 平成23年12月生まれ

医師、歯科医師による健
康診査、身体的・精神的な
発達指導

3～4か月児健診 28日㈫ 午後1時20分
～2時 平成27年3月生まれ

医師による健康診査、離乳
・保育・栄養などの指導、
ブックスタート
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熱
中
症
は
、
毎
年
7
月
か
ら
8
月
に
集
中

し
て
発
生
し
、
特
に
梅
雨
明
け
の
蒸
し
暑
く
、

急
に
暑
く
な
る
7
月
は
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て

い
な
い
た
め
、
例
年
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送

者
数
や
死
亡
者
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

昨
年
夏
の
記
録
を
見
て
も
、
6
月
か
ら
9
月

に
か
け
て
京
都
府
内
で
1
，0
5
6
人
が
熱
中
症

で
搬
送
さ
れ
、
町
内
で
も
16
人
を
搬
送
、
こ
の

う
ち
7
月
と
8
月
に
15
人
搬
送
し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
の
主
な
症
状
と
し
て
は
、
め
ま

い
、
失
神
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
気
分
が
悪
く
な

る
、
体
温
の
異
常
な
上
昇
、
異
常
な
発
汗（
ま

た
は
汗
が
出
な
く
な
る
）
な
ど
が
あ
り
、
熱
中

症
が
原
因
で
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
は
、
気
温
が
高
い
場
合
だ
け
で
な

く
、
湿
度
が
高
い
場
合
や
、
風
が
弱
い
、
日
差

し
が
強
い
な
ど
の
環
境
で
も
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
特
に
、
小
さ
い
子
ど
も
、
高
齢
者
、

体
調
不
良
の
人
、
肥
満
の
人
、
ふ
だ
ん
か
ら
運

動
を
し
て
い
な
い
人
な
ど
は
熱
中
症
に
な
り
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

■
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
ら

す
ぐ
に
風
通
し
の
い
い
日
陰
や
ク
ー
ラ
ー

な
ど
が
効
い
て
い
る
室
内
な
ど
涼
し
い
場
所
に

移
し
ま
す
。
衣
服
を
緩
め
た
り
、
体
に
水
を
か

け
た
り
、
ま
た
、
濡
れ
タ
オ
ル
を
当
て
て
あ
お

い
だ
り
す
る
な
ど
し
て
体
か
ら
熱
を
放
散
さ

せ
、
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。

冷
た
い
水
を
与
え
、
た
く
さ
ん
汗
を
か
い

た
と
き
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
塩
飴
な
ど

に
よ
り
塩
分
を
補
給
し
ま
す
。

自
分
の
力
で
水
分
の
摂
取
が
で
き
な
い
様

子
や
、
意
識
障
害
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
す
ぐ

に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

■
熱
中
症
の
予
防
法

熱
中
症
は
命
に
関
わ
る
病
気
で
す
が
、
予

防
法
を
知
っ
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
日
常
生
活
で
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

⑴
暑
さ
を
避
け
る

屋
外
で
は
日
陰
を
選
ん
で
歩
い
た
り
、
日

傘
を
さ
し
た
り
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
屋
内
で
の
熱
中
症
を
防
ぐ
た

め
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
適
切
に
使
っ
た

り
、
す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
で
直
射
日
光
を
防
い

だ
り
し
て
、
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑵
服
装
を
工
夫
す
る

通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
性
・
速
乾
性
の
あ

る
衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の
ど
の
渇
き

を
感
じ
て
い
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩

分
、
経
口
保
水
液
な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に

水
分
補
給
を

熱
中
症
は
予
防
が
大
切

子
ど
も
や
高
齢
者
は
特
に
注
意
を

110番消費生活消費生活 vol.200

賃貸住宅を退去するときには、
契約で定められた手続きが必要で
す。退去に際しては、部屋を清掃
し、きれいに片付けて明け渡すな
ど、借主としての義務を果たす必
要があります。
また、退去時はトラブルが発生
しやすいため、トラブルの未然防
止や解決のために、次のようなこ
とを知っておきましょう。
退去通知は決められた期日前までに
契約書には「借主が契約を解除
するときは○か月（または○日）
前までに通知すること」という中
途解約の特約が付けられているの
が通常です。退去を決めたら、早
めに相手方に通知します。通知日
が問題になることがありますの
で、口頭だけでなく書面等（配達
証明郵便、電子メール等）で通知
したことが証明できるようにして
おくと安心です。

通知が遅れ、契約に定められた通
知期間が契約期間満了日を越えてし
まい、更新料の請求を受けることが
ありますが、この場合は更新するわ
けではないので、更新料を支払う必
要はありません。
建物の明け渡しは鍵の返却で完了
賃借物件の明け渡しは、預かって
いた鍵をすべて返したときに完了し
ます。それと同時に、借主には、貸
主に対する敷金（保証金）の返還請求
権が発生します。貸主に対して何ら
かの債務（未払い賃料、原状回復費
用等の損害金等）がない場合は、敷
金は全額返還されます。
「原状回復ガイドライン」の考え方
退去時のトラブルで一番多いの
は、「原状回復」についてです。借主
の負担となる原状回復費用の範囲、
算定の考え方については、国土交通
省が「原状回復をめぐるトラブルと
ガイドライン」として公表していま

す。原状回復費用の負担は、その
ガイドラインを基準にして、貸主
と話し合いましょう。
入居時点で傷があったのに原状
回復費用として請求されたり、数
か月しか借りておらず、まったく
汚していないのに畳を張り替える
費用を請求されたりなど、様々な
トラブルが予想されます。貸主と
折り合いがつかない場合は、相談
機関に相談しましょう。

★
万が一、トラブルに巻き込ま
れたら、ひとりで悩まず、京都
府消費生活安全センター☎075
（671）0004、京都府山城広域振
興局商工観光
室☎0774（21）
2103または役
場産業課へご
相談ください。

賃貸住宅 退去時の注意点
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平成27年5月15日から6月14日までの受付分（敬称略）

地
区
名
　  

夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

	

林	

吉
岡
　
洋
一
・
吉
岡
か
お
る

市
　
田	

宮
野
　
直
樹
・
宮
野
真
依
子 す

ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お

婚
結
ご

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

坊
之
池	

上
田
　
夢ゆ

り莉	

杜 

　
廷
・
洋
栄

佐
　
山	

奥
田
　
魁か
い
り龍	

高
之
・
美
憂

	

〃	

奥
田
　
育く
く
み実	

幸
裕
・
奈
々
江

	

〃	

田
邉
　
祐ゆ
う
き樹	

哲
彦
・
紗
恵
子

	

林	

熊
田
　
寿じ
ゅ
あ愛	

伸
樹
・
綾

市
　
田	

道
端
　
月つ
き
や也	

真
也
・
直
子

	

〃	

安
井
　
菜な
つ
め姫	

洋
一
・
美
穂

田
　
井	

中
出
　
汰た
ろ
う良	

　
勇
・
絢
花

	

栄	

佐
藤
　
嘉よ
し
き哉	

　
彪
・
尚
美

梅雨の合間を縫って６月初め、町内の麦畑で麦の刈
取りが行われました。
町内では久御山高校北東に広がる約5.2㌶の畑で、
佐古麦生産組合の皆さんがニシノカオリという小麦品
種を共同栽培しています。
刈取りは6月2日から始まり、黄金色に輝く麦畑

に、コンバイン
が軽快な音を響
かせながら次々
と刈り取られて
いました。
刈り取られた
麦は、乾燥調製
した後、袋詰め
にして出荷され
ました。

佐古の若宮八幡宮境内に祠
まつ

られている野神さんの神事
でお供えするチマキづくりが、6月4日、佐古公民館で
行われました。
午前8時から代表総代の木原茂雄さん（佐古）ら9人の
地域の役員が集まり、長さ約1ｍ、直径約10cmの巨大
チマキを丁寧に作り上げていきました。
この神事は、巨椋池周辺にマラリヤが流行した際に、
野神をまつって地域の平穏無事を祈願したことが始ま
り。4日夜から5日未明にかけて、暗闇の中、宮司も声
を出さずに祝詞をあげ、供えられたチマキはその日のう
ちに切り分けられ地域の124戸に配られました。

5月28日、中央公民館で生涯学習事業の平成27年度開
講式が行われました。この事業は住民の生涯学習への意欲
に応えるため、生涯学習の啓発と自己の学習活動の契機と
するために行っているものです。
開講式で受講生代表の中村勝之さん（佐山）が「学んだこ
とを地域に還元できるよう努めます」と決意を述べたあ
と、いきがい大学の第1回講座として、津軽三味線奏者の
長谷川一義さんによる演奏があり、約400人の参加者が
見事な演奏に聴き入っていました。

黄金色の畑に軽快な音伝統行事受け継ぐ

学習意欲、生涯現役

◀︎�6月4日、梅雨の
合間を縫って麦
の収穫

▲�津軽三味線の演奏に聴き入る参加者

▶�

真ま
こ
も菰

で
丁
寧
に
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
く

巨
大
チ
マ
キ

佐古で麦の収穫巨大チマキづくり

生涯学習事業開講式

敬
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まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

わがやの

まちの駅クロスピアくみやまで、5月31日、オープン
5周年記念イベントを開催。親子連れなど約3500人の参
加者で賑わいました。
会場には、地元産農産物の直売やフリーマーケットのブ
ース、たこ焼きなどの屋台が並んだほか、田辺高校鉄道研
究部のミニ鉄道が運行し、子どもたちの人気を集めていま
した。また、特設ステージでは、地元出身のポップバンド
「DUFF」のライブやお笑いコンビ「タナからイケダ」の
軽妙なトークなどで会場は熱気と笑いに包まれました。

優れた資質のあるジュニア選手を発掘・育成し、国際大
会でのメダル獲得を目指す「京の子どもダイヤモンドプロ
ジェクト・京都キッズ」に佐山小学校4年生の井阪凪紗さ
ん（佐山）がバドミントンの選手として認定され、5月27
日、町役場を訪れ信貴町長に報告をしました。
井阪さんは小学校3年生のときにクラブチーム「久御山
シャトルキッズ」に入団。身体能力の高さに指導するコー
チからも熱視線が送られていました。町長から「夢に向か
って頑張ってください」と激励されると、「頑張って、未来
の五輪選手になりたい」と抱負を語ってくれました。

未来の五輪選手目指して

3500人で賑わう

▲フリーマーケットなどのブースが出店

▲�認定証を手に信貴町長と握手をする井阪凪紗さん（中央）

◀︎�

子
ど
も
た
ち
に
人
気
が
あ
っ
た
ミ
ニ
鉄
道

▶�

Ｄ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

クロスピア5周年記念

京都キッズに認定

大門　優
ゆ う

心ちゃん（1歳11か月）
歌ったり踊ったりすることが大好きで
す。

濵
砂
　
昊こ
う

ち
ゃ
ん

多
良
間
　
美ち
ゅ
ら空

ち
ゃ
ん

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
か
わ
い
い
こ

う
く
ん
!
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い

で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
‼︎

産
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

ち
ゅ
ら
ち
ゃ
ん
だ
ー
い
す
き
♡

（
3
歳
）（

1
歳
11
か
月
）
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家
電
の
使
い
方
を
見
直
し
て
節
電

夏
の
省
エ
ネ
対
策

　

家
庭
の
様
々
な
電
気
製
品
の
使
い
方
を

見
直
し
て
、
節
電
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

夏
の
冷
房
の
室
温
は
28
℃
を
目
安

　

扇
風
機
な
ど
と
併
用
し
て
冷
え
た
空
気

を
循
環
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
出
か
け
る

と
き
や
寝
る
と
き
は
、
15
分
位
前
に
切
り

ま
し
ょ
う
。
フ
ィ
ル
タ
ー
が
目
詰
ま
り
し

て
い
る
と
冷
房
効
率
が
下
が
る
の
で
、
こ

ま
め
に
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

照
明
の
点
灯
時
間
を
短
く
す
る

　

必
要
の
な
い
灯
り
は
こ
ま
め
に
消
し
ま

し
ょ
う
。

こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
オ
フ

　

テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
照
明
、
冷
房
な

ど
を
使
わ
な
い
と
き
は
電
源
を
オ
フ
に
。

ま
た
、
長
時
間
使
わ
な
い
と
き
は
、
プ
ラ

グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
の
開
閉
は
少
な
く
、
開
け
て
い 

る
時
間
は
短
く

　

開
閉
が
多
い
と
、
庫
内
の
冷
気
が
逃
げ

て
し
ま
い
ま
す
。
庫
内
を
再
び
冷
や
す
た

め
に
消
費
電
力
量
が
多
く
な
る
の
で
、
開

閉
は
少
な
く
、
開
け
て
い
る
時
間
は
で
き

光
化
学
ス
モ
ッ 

グ
に
ご
注
意
！

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
気
温
が
高
く
、
風

の
弱
い
日
に
発
生
し
や
す
い
大
気
汚
染

で
、
子
ど
も
を
中
心
に
、
目
が
チ
カ
チ
カ

し
た
り
、
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き

は
、
消
防
庁
舎
に
吹
き
流
し
を
掲
出
す
る

な
ど
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
軽
視

せ
ず
に
な
る
べ
く
屋
外
に
出
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

症
状
が
出
た
と
き
は
、
目
を
洗
っ
た
り
、

う
が
い
を
し
て
、
安
静
に
す
る
と
と
も
に
、

京
都
府
山
城
北
保
健
所
☎
０
７
７
４（
２

１
）２
９
１
３
ま
た
は
環
境
保
全
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
／
環
境
保
全
課

る
だ
け
短
く
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
設
定

温
度
は「
強
」か
ら「
中
」に
し
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
に
も
の
を
詰
め
す
ぎ
な
い

　

詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
冷
気
の
流
れ
が
悪

く
な
り
、
効
率
よ
く
冷
や
せ
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
の
画
面
は
明
る
す
ぎ
な
い
よ
う
に

　

液
晶
テ
レ
ビ
や
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
は
、

画
面
モ
ー
ド
を
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
音
量
は
必
要
以
上
に
大

き
く
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

炊
飯
器
で
の
保
温
や
電
気
ポ
ッ
ト
の
使

用
を
控
え
る

　

ご
飯
は
炊
飯
器
で
の
保
温
よ
り
、
電
子

レ
ン
ジ
で
温
め
ま
し
ょ
う
。
電
気
ポ
ッ
ト

は
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

洗
濯
は
ま
と
め
て
行
う

　

洗
濯
は
お
風
呂
の
残
り
湯
を
利
用
し
、

ま
と
め
洗
い
で
洗
濯
の
回
数
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
乾
燥
機
の
使
用
は
で
き

る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

　

環
境
省
で
は
、
今
年
も
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
家
庭
や
事
業
所
の
照
明
を
消

し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
掛
け
る
「
Ｃ
Ｏ

２
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
馴
れ
た
日

常
生
活
の
中
、
灯
り
を
消
す
こ
と
で
、
日

頃
い
か
に
照
明
を
使
用
し
て
い
る
か
を
実

感
し
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

本
町
も
７
月
７
日
㈫
の
「
七
夕
」
の

夜
（
午
後
8
時
～
10
時
）
に
、
役
場
庁
舎

の
照
明
を
消
す
「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」

を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
家
庭
や
事
業
所
の

照
明
を
消
し
て
い
た
だ
き
、
地
球
に
優
し

い
生
活
を
見
つ
め

直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

�

問
合
せ
／
環
境

保
全
課

7
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」 

7
月
7
日
は
「
川
の
日
」

　

国
土
交
通
省
で�

は
、毎
年
７
月
を�

「
河
川
愛
護
月
間
」、�

７
月
７
日
を「
川�

の
日
」と
定
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
河
川
に
つ
い
て
の

関
心
を
深
め
、
河
川
愛
護
に
つ
い

て
、
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
河
川
愛
護
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

河
川
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
安

ら
ぎ
と
安
心
を
与
え
て
く
れ
る
、
身

近
で
大
切
な
自
然
空
間
で
す
。
み
ん

な
で
大
切
な
川
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。�

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

犬
等
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が 

必
ず
回
収
し
ま
し
ょ
う
！

　

道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
の
場
や
、

他
人
の
土
地
な
ど
に
飼
い
犬
等
の
ふ
ん

が
放
置
さ
れ
る
と
、
と
て
も
不
衛
生

で
み
ん
な
が
不
快
に
感
じ
ま
す
。

　

良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
地
域

の
環
境
美
化
の
た
め
に
、
犬
等
の
ふ

ん
は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
必
ず

回
収
し
ま
し
ょ
う
。

　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
飼
い

主
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
責
任
あ
る

行
動
を
お
願
い
し

ま
す
。
問
合
せ
／

環
境
保
全
課

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日(翌日が土曜日、日曜日、祝日の場合はその翌日）に、城
南衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

７月14日㈫
８月５日㈬

藤和田、島田、東島田、東ー口（国
道 1号以東）、森（国道 1号以東）、
森村東（国道1号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

７月15日㈬
８月６日㈭

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道1号以西）、森村東（国道1号以
西）、西ー口、中島、相島、
東一口（国道１号以西）
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7月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

6月1日現在  久御山町の人口  16,369人（男8,140人、女8,229人）　世帯数 6,834

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

長寿健康課 ☎ 631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保医療課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟〜 5 棟、7 棟、10 棟〜14 棟、34 棟〜 41棟、43 棟〜
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

使用済み天ぷら油

8日
（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油のはいってい
た容器等に入れて出してくださ
い。

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

ペットボトル・紙パック
  1日（第1水曜日）

15日（第3水曜日）

缶・ビン
  8日（第2水曜日）

22日（第4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルは
はずして「プラマーク製品」として
出してください。
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ヘルシークッキング

この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用していますこの広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています

エネルギー　108キロカロリー／１人分
塩分　　　　0.2 グラム

　丸ごとトマトを器に使うので、具とあわせ
て野菜をたっぷり食べられます。

久御山町食生活改善
推進員協議会「久味の会」

vol.198 トマトのファルシー

作り方

①

②

③
④

⑤

トマトはヘタの逆側を２㎝
くらい切り落とす (切り落
とした部分はふたとして使
う）。
「①」の中身をスプーンでく
りぬいてケースを作り、伏
せてしばらく置いておく。
「②」の果肉は５㎜角に切る。
きゅうりは上下を切り落と
して5㎜角、セロリも筋を
取って5㎜角に切っておく。
さやいんげんは筋を取り、
塩を少々入れた熱湯でさっ

と茹で、5㎜幅に切ってお
く。
ボウルにホールコーンと
「③、④、⑤」を入れて混
ぜ合わせ、　Ａの調味料を
加えて味を調える。
むきえびは背ワタを取り、
鍋に入れ、白ワインで炒り
煮にして、冷めたら「⑥」
に加える。
「②」のトマトケースに⑦を
入れ、「①」のふたとサラダ
菜を添える。

⑥

⑦

⑧

●材料（４人分）

トマト
きゅうり
セロリ
さやいんげん
ホールコーン
むきえび

白ワイン
サラダ菜

４個
1/2本
1/3本
３本

大さじ１
50ｇ

大さじ２
適宜

生クリーム
塩
こしょう
マヨネーズ

大さじ１
少々
少々

大さじ２
A
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定例会にそろいのユニフォームで集まったC-AMPの皆さん

　
「
も
の
づ
く
り
の
可
能
性
に
積

極
的
に
挑
戦
し
よ
う
！
」
と
の

理
念
を
掲
げ
て
活
動
す
る
「
C-

A
M
P
」（
キ
ャ

ン
プ
）。Challenge

（
挑
戦
）、A

ctive

（
積
極
的
）、

M
anufacture

（
も
の
づ
く
り
）、Possibility

（
可

能
性
）の
頭
文
字
を
と
っ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
身
は
平
成
22
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ま
ち
の
駅

「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
、企
業
の
情
報
発
信
を
し
て
い
こ
う
と
、8
社
か
ら

集
ま
っ
た
若
手
メ
ン
バ
ー
で
、そ
の
後
、平
成
24
年
4

月
、正
式
に
「
久
御
山
も
の
づ
く
り
C-

A
M
P
」
と

し
て
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。会
員
は
、精
密
板
金
や

金
属
加
工
、樹
脂
加
工
な
ど
、も
の
づ
く
り
に
関
わ
る

企
業
の
若
手
経
営
者
で
、現
在
、正
会
員
13
人
、賛
助

会
員
6
人
で
す
。

　

主
な
活
動
は
、勉
強
会
や
相
互
の
企
業
見
学
会
、

商
工
会
や
行
政
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
。特
に
見
学

会
は
、各
企
業
の
考
え
方
を
参
考
に
す
る
だ
け
で
な

く
、見
学
し
た
後
、お
互
い
に
評
価
し
合
う
こ
と
で
新

た
な
気
付
き
が
あ
る
な
ど
、「
気
心
が
知
れ
た
仲
間

だ
か
ら
こ
そ
、気
楽
に
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
が
で

き
、解
決
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
す
」
と
代
表
の
德

田
惠
三
さ
ん
（
㈱
徳
田
常
務
取
締
役
）。実
際
に
改
善

に
結
び
つ
い
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

こ
う
し
て
つ
な
が
り
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、新
た

な
可
能
性
を
広
げ
て
い
ま
す
。顧
客
か
ら
発
注
が
あ

り
、自
社
だ
け
で
の
製
造
が
困
難
な
時
、「
こ
の
部

分
は
、あ
そ
こ
な
ら
で
き
る
の
で
は
」
と
、「
今
ま
で

な
ら
断
っ
て
い
た
仕
事
も
引
き
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
大
き
な
プ
ラ
ス
」
と
德
田
さ
ん
は

C-

A
M
P
の
メ
リ
ッ
ト
を
あ
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、最
近
は
農
業
従
事
者
と
の
交
流
も
始
ま

り
、異
業
種
が
話
し
合
う
こ
と
で
、自
分
た
ち
の
技
術

が
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
、夢
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

今
、C-

A
M
P
で
は
行
動
を
共
に
す
る
若
手
の

加
入
者
を
待
っ
て
い
ま
す
。お
問
い
合
わ
せ
は
、ま
ち

の
駅「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」へ
。

つ
な
が
り
で
広
が
る
新
た
な
可
能
性

仲間たち
グループ・サークル登場 ⑨
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